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連続シンポジウムに寄せて 白井信雄山陽学園大地域マネジメント学部教授

転換の時代 岡山が開拓者に
気
候
変
動
や
廃
棄
物
な
ど
の
不
特

定
多
数
を
発
生
源
と
す
る
諸
問
題
が

台
頭
し
て
き
た
1
9
9
0
年
代
以

降、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
社
会
経
済

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
の
必
要
性
が
示

さ
れ
て
き
た。

わ
が
国
の
環
境
基
本
計
画
で
は、

「
現
代
の
大
量
生
産
・
大
m
消
毀・

大
ほ
廃
棄
型
の
社
会
経
済
活
動
や
生

活
様
式
の
在
り
方
を
問
い
直
し、
生

産
と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
を
持
続
可
能

な
も
の
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る」
と
さ
れ
た。

さ
ら
に、
第
2
次
環
境
基
本
計
画

は
「
生
産
と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
か
ら

脱
却
し
て
い
く
た
め
に
は、
生
活
様

式
や
事
業
活
動
の
態
様
を
含
め
て
社

会
全
体
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変
革
を

行
っ
て
い
く」
必
要
が
あ
る
と
し、

「
転
換」
と
い
う
言
葉
を
繰
り
返
し

使
用
し
た。
そ
し
て、
私
た
ち
は――­

つ
の
道
へ
の
分
岐
点
（
図
参
照）
に

立
っ
て
い
る
と
し
た。

第
1
の
道
は
「
こ
れ
ま
で
の
大
足

生
産、
大
m
消
賀、
大
m
廃
棄
の
生

産
と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
を
今
後
と
も

続
け
て
い
く
道」
、
第
2
の
道
は「
現

在
の
社
会
の
在
り
方
を
否
定
し、
人

間
活
動
が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
社
会
経
済

に
回
帰
す
る
道」
、
第
3
の
道
は「
踪

塊
の
制
約
を
前
提
条
件
と
し
て
受
け

入
れ、
そ
の
制
約
の
中
で
資
源
や
工

ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
努

力
を
行
い
な
が
ら、
こ
れ
ま
で
の
生

産
と
消
費
の
パ
タ
ー
ン
を
見
直
し、

持
続
可
能
な
も
の
に
変
え
て
い
く

道」
で
あ
る。

第
3
の
道
こ
そ

第
2
次
計
画
は、
こ
の
第
3
の
道

運
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園

R

言
ン
f

詈

戸
第
創
転

『＇
第
成
の
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道
帰

f

、
省

でま
道た

2
統
第
伝

れ

ロ

こ
来去過

し
ら
い
・
の
ぶ
お

1
9
6
1
年、

大
阪
市
生
ま
れ。
大
阪
大
大
学
院
前
期

課
程
踪
境
工
学
専
攻
修
了。
民
間
シ
ン

ク
タ
ン
ク
勤
務、
法
政
大
教
授
な
ど
を

経
て
2
0
1
8
年
に
岡
山
市
に
移
住
し

現
職。
専
門
は
環
境
政
策、
持
続
可
能

な
地
域
つ
く
り
の
実
践
論。
連
続
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
第
2
回
に
パ
ネ
リ
ス
ト
を

務
め
た。

へ
の
転
換
こ
そ
が
持
続
可
能
な
発
展

の
姿
で
あ
る
と
示
し
た。
そ
れ
は
環

塙
問
題
に
限
ら
ず、
持
続
可
能
な
発

展
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
経
済
問

題、
す
な
わ
ち
s
D
G
S
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標）
の
達
成
に
向
け
て

も
必
要
と
さ
れ
る。

集
落
の
消
滅、
ス
ト
レ
ス
社
会
で

の
健
康
障
害、
競
争
社
会
で
の
生
き

に
く
さ、
相
対
的
な
貧
困、
自
然
災

害
に
よ
る
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ、
失
業

．
雇
用
機
会
の
不
公
平
な
ど、
地
域

が
抱
え
る
諸
問
題
に
お
い
て
も、
社

会
経
済
構
造
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る。問
題
の
根
幹
に、
経
済
至
上
主
義、

効
率
性
の
追
求、
集
中
や
規
模
の
経

済、
近
視
眼
的
で
目
的
短
絡
的
な
成

果
主
義、
外
部
依
存
に
よ
る
生
き
方

の
疎
外
と
い
っ
た
社
会
経
済
の
構
造

の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。

さ
て、
私
た
ち
は、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
世
界
的
大
流
行）
の
最
中
に
あ
り、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
経
済
活

動
を
再
開
し
つ
つ
あ
る。
そ
こ
で
経

済
再
生
の
み
を
優
先
す
る
と
し
た

ら、
そ
れ
は
「
第
1
の
道」
へ
の
復

旧
に
す
ぎ
な
い。
い
く
ら
非
常
事
態
と

。

は
い
え、
い
ず
れ
行
き
詰
ま
る
だ
ろ
う

すノ

「
第
1
の
道」
に
戻
り、
そ
こ
か
ら
始

まじ

め
直
す
だ
け
で
い
い
の
だ
ろ
う
か。

根
幹
の
危
機
を
実
感
し
た
今
こ
そ、

在
宅
で
の
自
粛
生
活
や
オ
ン
ラ
イ
ン
生
麻＿
示

活
を
す
る
中
で
気
づ
い

だ
何
か＂
を

を

大
事
に
し
て、
「
第
3
の
道」
の
ビ
ジ

却丑
一
五

ョ
ン
を
描
き、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

方
向
に
歩
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る。

古
干製複

3
脱
が
重
要

筆
者
は、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
で
は

断

、

無

「
3
密」
の
回
避
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

っ
た
が、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
で
は

「
脱
集
中」
、
「
脱
グ
ロ
ー
バ
ル」
、

「
脱
過
剰」
と
い
う
「
3
脱」
が
重
要

土ネ

だ
と
考
え
て
い
る。

聞新

脱
集
中
と
は、
新
型
コ
ロ
ナ
で
明
ら

か
に
な
っ
た、
高
集
中・
高
密
度
な
大

都
市
の
即

鬱
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ

胆
E

る。
高
度
経
済
成
長
期
以
来、
国
土
政

lJ

策
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
過
密
の
解

©

消、
そ
し
て
過
密
地
か
ら
過
疎
地
へ
の

人
口
移
動
に
よ
る
”
適
疎＂
の
実
現
を

図
る
の
で
あ
る。

脱
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は、
国
際
的
に
活

発
に
過
ぎ
る
人
流、
物
流
が
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
踏
ま
え、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
質
の
循
環
や
人
の
移

動
を
見
直
す
こ
と
で
あ
る。
忙
し
く
動

き
ま
わ
る
観
光
や
産
地
国
不
明
の
ア
ン

フ
ェ
ア
な
交
易
を
手
放
し、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
楽
し
む、
ス
ロ
ー
で

高
付
加
価
値
な
交
流・
交
易
に
転
換
す

る
の
で
あ
る。

脱
過
剰
と
は、
大
塁
生
産
・
大
紐
消

費・
大
髭
廃
棄
に
依
存
す
る、
物
質
的

に
過
剰
で
あ
る
が
実
は
翌
か
さ
と
は
い

え
な
い
経
済
や
苔
ら
し
を
見
直
し、
簡

素
だ
が
豊
か
な
荘
ら
し
へ
の
代
替
を
図

る
こ
と
で
あ
る。

「
令
和
時
代
の
岡
山
宣
言」
で
示
さ

れ
た
内
容
は、
ま
さ
に
「
第
3
の
道」

で
あ
り、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
目
指
す

べ
き
「
3
脱」
の
道
で
あ
る。
岡
山
が

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
（
開
拓
者）
と
な

っ
て
動
き
出
す
こ
と
で、
日
本
や
世
界

の
持
続
可
能
な
発
展
へ
の
貢
献
を
目
指

頁8
 

す、
力
強
い
宣
言
で
あ
る。
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